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予防接種後は、緊張からくる疲れでストレスが溜まったり、副反応が出て体調が急変

したりする場合もありますので、保護者の方の管理下で様子を見てくださる

ようにお願いいたします。また、医療機関に予防接種の予約を入れる際は、お仕

事の都合に合わせて、午後３時過ぎに予約するのも有効な手段かと思いま
すので、ご協力お願いいたします。 

感染性の胃腸炎には、細菌性のものとウイ

ルス性のものがあります。毎年冬に流行する

胃腸炎は、ほとんどがウイルス性のものです。

原因となるウイルスは、ノロウイルス、ロタウイ

ルス、アデノウイルスなどです。冬に流行るウ

イルス性胃腸炎は、腹痛・下痢・嘔吐・発熱と

いった症状が出ます。症状が軽ければ腹痛だ

けという場合もあります。 

胃腸炎は、脱水症状に注意が必要です。水

分がしっかり取れ、体力や食欲が戻り、普通

便を確認してから登園させましょう。 
 

爪切りの曜日を決めて 

習慣化するのがおすすめです。 

 

◆砂遊びで、土や汚れが爪と指の間に入ってしま

うとなかなか取れません。  

 

 

◆汚れが爪と指の間に入るとバイ菌が繁殖し不衛

生になり、病気を引き起こす原因にもなりかねま

せん。  

 

 

◆割れた爪にタオルや布団が引っかかってしまう

と、そのまま爪がめくれてしまったりして痛い思

いをする事になってしまうかもしれません。  

 

 

◆赤ちゃんは爪で顔に傷をつけてしまう 

ことも度々あります。  

 

 

◆友達を引っかいてケガをさせてしまう 

危険性もあります。 
  

 

 

 
 

 

 


